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間
出
か
ら
約
4
年。
県
は
4
月
羽
目、
自
民
党
の
反
対
な
ど
で
曲
折
を
粁
た
国
際
教
長
大
学
の
設
問
認
可
を
文
問

料
学
省へ
申
約
し
た。
例
年
寄
の
山
学
ま
で
1
年
を
切
り、
県
は
今
後、
県
内
外
の
高
校
訓
川
し
た
り
受
験
雑
品
に

広
告
制
岐
を
し
た
り、
志
附
者
の
仰
保
に
全
力
を
あ
げ
る。

広二’

一一
己

国際教養大学P Rのために作られ

た日本語と英語のパンフレット

「
選
挙
よ
りエ
ネ
ル
ギ
ー

が
か
かっ
た」
。
お
可
申
れ

に
際
し、
寺
田
典
州
知
引
は

こ
れ
ま
で
の
辺
の
り
を
振
り

返
り、
「
思っ
た
と
お
り、

別
訟
の
と
お
り
進
ん
で
い

る」
と
制
足
げ
に
川
し
た。

同
大
山川
却
は
叩
年
5
月、

寺
田
知
市
が、
山相川いい
矧
が
い制

い
た
ミ
ネ
ソ
タ
州
立
大
学
秋

田
校
に
つ
い
て
「
大
学
自
栴

の
な
い
専
門
学
校
の
制
山
の

ま
ま
で
い
い
の
か」
と
発
言

し
た
の
を
機
に、
脱
出
が
始

ま
っ
た。
申山川市い
凱
の
ぷ
m

m
由
に
は、
寺
田
知
市い
が
い制

り
返
し
て
き
た
「
国
際
社
会

で
活
肌
で
き
る
実
践
力
を
仙

え
た
人
材
の
行
成」
が
悩
げ
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3
人
を
配
置

県
内
外
訪
問

ら
れ
た。

。
自
民
の
反
対

聞
大
山川
似
は
県
議
会
の
対

立
の
火
印刷に
なっ
て
き
た。

臨
大
会
派
で
町
党
の
自
民
党

は
当
初
か
ら、
議
会
で
「
ミ

ネ
ソ
タ
あ
り
き
の
間
似
だ」

な
ど
と
反
対
の
姿
勢
を
と
っ

て
き
た。

m
年
の
2
月
県
議
会
で
自

民
党
が
反
対
し、
川川
似
が一

時、
川
仰
に
乗
り
上
げ
た。

当
初
日
机
に
し
て
い
た
凶

年
4
月
の
山
学
に
は、
削
・設

計ぃ
山川
山口
6
3
0
0
万
円
を
ほ州

り
込
ん
だ
予
知
誕
の
可
決
が

不
可
欠
だ
っ
た。
寺
田
知
中

は
「
ひ
ざ
を
つ
い
て
で
も
お

似
い
す
る
し
か
な
い」
と
附

ん
だ
が、
3
月
の
採
決
で
自

民
党
は
反
対。
予
mup
は
川州
知

修
正
さ
れ、
回
年
間
学
が
消

え
た。
自
民
党
は
「
う
ま
く

成
り
立
つ
と
考
え
る
の
は
幻

似
に
す
ぎ
な
い」
と
し、
寺

田
知
事
は
「
必
を
持
て
る
と

思っ
た
が・：」
と
知っ
た。

し
か
し、
寺
田
知
事
は
そ

の
後
も
大
学
の
必
要
性
を
強

制
し、
例
年
間
学
を
目
指
し

た。
四
年
1
月
の
臨
時
県
議

会
に
再
び
大
学
問
辿
白
7
2

8
万
円
を
促
集。
自
民
党
は

反
対
し
た
が、
同
党
か
ら
分

雌
し
た
自
民
党
新
生
会
（
刷

新
生
会）
が
質
成
に
回っ
た

こ
と
で、
可
決
さ
れ、
間
学

に
向
け
て
動
き
出
し
た。

自
民
党
は
同
大
問
題
で
少

数
派
に
一山
格。
そ
の
後
も、

認
可
申
詰
ま
で
4
回
に
わ
た

り
「
少
子
他
の
大
学
冬
の
時

代
に
新
設
大
学
は
い
ら
な

い」
な
ど
と
閃
辿
予
釦
の
減

仰
を
迫
っ
て
き
た。
今
回
の

認
可
申
請
を
機
に、
釘
成
に

回
る
と
も
見
ら
れ
て
い
る。

寺
田
知
事
は
こ
れ
に
つ
い
て

「
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
が、

も
の
の
真
四
か
ら
す
る
と、

川
仰附
し
て
か
ら
釘
成
し
て
国

か
な
い
と」
と
析
す。

。
骨
格
の
変
遷

ω
年
9
月、
初
め
て
県
議

会
に一ホ
さ
れ
た
「
国
際
系
の

4
年
制
大
学」
は、
ミ
ネ
ソ

タ
州
立
大
学
機
陥
と
の
促
脱

を
視
野
に
入
れ
た
県
立
大
学

の
1
学
部
と
い
う
位
向
づ
け

だ
っ
た。
し
か
し、
∞
年
目

月、
外
部
の
検
討
会
が「
柔
軟

な
体
制
を
と
るべ
き
だ」
と

し
た
芯
見
を
断
ま
え、
独
立

し
た
飢
糾
大
学
に
変
え
た。

ま
た、
県
が
当
初
示
し
た

築
は
「
国
際
ビ
ジ
ネ
ス」
と

「
北
東ア
ジ
ア」
の
2
学
斜

附
成
で
定
員
は
2
0
0
人
だ

【
認
可
申
請
で一
ホ
さ
れ
た

大
学
の
概
要
と
特
色】

ー
学
部
2
課
程
制
国
際

教
主
学
削
の
中
に、
米
国
の

ビ
ジ
ネ
ス・
ス
ク
ー
ル
を
モ

デ
ル
に
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど

を
中
心
に
学
ぶ
「
グ
ロ
ー
バ

ル・
ビ
ジ
ネ
ス」
と、
米
国

や
中
国
の
地
域
研
究、
国
際

関
係
を
学
ぶ
「
グ
ロ
ー
バ
ル

・
ス
タ
デ
ィ
ズ」
の
2
却
町村

を
川
く。

学
生
選
抜
定
此
は
1
0

0
人
で、
学
川
で一
倍
に
必

印式
し
3
年
次
に
専
門
訓
引
を

選
択
す
る。
入
学
誠
験
は、

前
期
（
印
人）
、
後
則
（
旧

人）
に
分
け、
T
O
E
F
L

な
ど
舛
m
の
山火
山
ぷ
験
を
活

用
す
る
ほ
か、
例
別
学
力
試

験、
小
論
文、
面
接
を
実

施。
山
学
2
年
目
か
ら
は
5

教
糾
5
和
田
の
セ
ン
タ
ー
試

験
を
制
す。
ほ
か
に
抑
的
や

仰
因
子
女
入
試
も
行
う。

学
生
は
1
年
以
上
の
海
外

留
学
国
際
的
視
町
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
目
的。
米
国

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
州
立
大、

ウ
ィ
ノ
ナ
州
立
大、
中
国
吉

林
大、
南
聞
大
か
す
で
に
山

間
大
学
に
決
ま
っ
て
い
る。

セ
メ
ス
タ
1
制
海
外山川

学
や
州
国
子
女
受
け
入
れ
を

円別
に
す
る
た
め。
半
年
を

1
学
則
と
し、
各
段
栄
糾
自

を
学
則
ご
と
に
完
結
さ
せ、

集
中
的
で
効
端
的
な
受
制
を

可
能
に
す
る。
将
来
的
に
は

9
月
入
学
も
実
施。

教
員
の
過
半
数
が
外
国
人

国
際
社
会
で
辿
用
す
る
実

践
力
を
耐
え
た
人
材
を
長
成

す
る
た
め。
昨
年
日
月
に
山

国際教養大学 設置認可申請までの経緯
90年5月15日 ミネソタ州立大学秋田校IJfJ学。 初年度は定員をJ也

す259人が入学したが、 ，��±年度から定.t1 '.'iLlれ、 半
数近い退学者を出し、 赤字に苦しむ
寺田典城知事が多舶の端的赤字を抱える同校につ
いて、 日 本の大学として桝 I/iiiする情処｛を示 唆
ミネソタ州立大学機附に県が「 4年制大学の可能
性を探りたしリと�楽
国｜際系の4年制大学の設立附札！を県議会各派に内
示。 自民党県議からは「向を附いているのか見え
ない」などと批判が相次ぐ
県が国 ＇��系大学の投171:形態、を県 立大の1学部とし
て検討していると表明
寺田知事「03年のIJf.J学を目指す」と表明
同大学についての外部の検討委の初会合。 研究よ
り 教育をm制することを 昨認
寺田知事、 同大学のl町内場所をミネソタ秋田校が

「ベター」と発言
険1l'J委が投ii'1＇.形態を県立大の1学i'ilSから「県立の
単科大学」 、 設ii11＇.場所を「ミネソタ秋田校」とす
る叩告｝！？を答申
国際系大学などを得議する県治会の特 別委11会1没
ii' 1＇.の却IJ,i�が自民、 公明両党の11成で可決される
投［川市（1iii予怖を一般会計から全制削除した修正宗
が自民党のf－＇（成で可決される。 桃山が11{1Ii.I.［［に乗り
上げ、 03年IJfJ学が絶別的に
寺田知事、 「Otl年4月間学目指す」と発言
自民党から独立した新生会が封成にまわり、 日リl没
i�I\ (JJli委の）!Ji•，；；�；1�が可決され、IJfJ学に向けてf�f_:f 1l Iiが
具体化。 自民党はその後、 03年2月定例会までに
4回、｜刻辿予到の減免1修正楽を出出したが、その
行II度否決され、JJ;i楽が可決された
同大学技ii11'.1�を含む予知〔奈が、 保決で自民党が退
問し、 可決される
日rJ設内1'.f1lli委の初会合
問委、 大学名を「The Global University in 
Akita CGUA）」とすることでいったん一致。
その後、 県民から否定的広見が相次ぎ、 再考
笠塁王室主1三ムー問委塁gコ 中1IU＇｝出雌 ・ 菌室亙姓国立i

一本主長経13豆L
大学説明会を県内両校でIJfJ始

大学名が「国際教益大学」に決定
ミネソタ秋田校でl.'fl校式。 3月31日にl.!!·J校
準備委で教員内定者を宇I�告

学部名が 「国際教長学fils」に決定
文／＇ii�科学省にi没ii'1＇.認可申，i�i"

始
し
た
公
募
に
は
糾
カ
国
か

ら
延べ
5
6
7
人
が
応
募。

公
募
以外
を
合
め
9
カ
国
犯

人
の
専任
教
員
が
内
定
し
て

い
る。教

員任
期
制
教
μ
の
針

m
の
縦持、
向
上
が
目
的。

任
則
は3
年
と
し、
内
外
の

評
価
を以
礎
に
し
て、
よ
い

数
民
を仰
保
す
る一
方、
川

題
が
ある
教
民
の
契
約
更
新

は
し
ない。

大
学評
価
学
内
に
自
己

計
価
雲山
会
を
設
け、
教
行

活
動
を
自
己
点
検
す
る一

方、
学舛
の
有
識
者
に
よ
る

外
部
計
価
委
口
会
も
投
開

し、
結果
を
公
表
す
る。

情
報提
供
教
育
研
究
の

内
容、
卒
業
生
の
進
断
や
入

学
選
抜状
況
な
ど
を
ホ
1
ム

ペ
1
ジ
な
ど
で
公
開。

っ
た。
そ
の
後、
検
討
会
の

芯
見
に
従っ
て、
定
員
は
1

0
0
人
に
半
減。
学
糾
附
成

も
1
学
部
4
制
収
集、
「
国

際
ビ
ジ
ネ
ス」
「
北
米」

「
北
東
ア
ジ
ア」
の
1
学
川

3
烈
料
集
な
ど
変
溢
し
た。

さ
ら
に
ω
年
8
月、
川
投

m
州
委
員
会
の
「
経
常
的
に

リ
ス
キ
l」
と
い
う
出
言
を

受
け
入
れ、
学
制
的
成
は
北

東
ア
ジ
ア
と
北
米
の
2
税
引

を
「
グロ
ー
バ
ル・
ス
タ
デ

ィ
ズ」
に一
本
化
し、
「
グ

ロ
ー
バ
ル・
ビ
ジ
ネ
ス」
と
の

計
2
訓
祝
に
前
ち
む
い
た。

。
P
R
本
格
化

県
は
認
可
申
訂
を
機
に、

雑
誌
や
新
聞
広
告
な
ど
受
験

生
へ
の
P
R
を
本
栴
化
さ
せ

る。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
す
で

に
日
本
一前
版
3
万
5
干
問、

英
知
版
3
2
0
0
m
を
作っ

た。
日
本
初
版
は
県
内
の
高

校
1、
2
年
生
全
員
に
配

布。
今
年
位、
国
際
教
主
大

学
校
間
咋
山川
事
務
局
に
は、

進
学
企
画
専
門
口
と
し
て
元

高
校
長
3
人
を
配
向
し
た。

専
門
員
は
説
明
に
県
内
の

全
高
校
を
回
る
ほ
か、十日弘
ま

で
に
事
務
局
員
と
県
外
の
高

校
1
8
0
校
に
出
向
く。

県
の
統
計
に
よ
る
と、
県

内
の
回
収
入
口
は
引
年
位
の

約
l
万
8
干
人
を
ピ
l
ク
に

減
り、
ω
年
山
に
は
l
万
1

干人
に
な
る。
ま
た、
定
μ

別
れ
を
す
る
大
学
も
全
国
で

相
次
ぎ、
大
学
川
の
学
生
mm

保
の
蹴
争
が
激
ル出
し
て
い

る。寺
田
知
市ド
は
「
大
学
が

削
一除
さ
れ
て
い
く
時
代。
今

だ
か
ら
新
し
い
大
学
を
作
る

べ
き
だ」
と
強
制
す
る。

「
（
学
生
は）
来
る
と
思

う。
（
国
際
教
主
大
は）
も

の
す
ご
い
魅
力
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か」
と
期
待
し
た。

今
年
末
に
は
波
川
が
ね
可

さ
れ
る
見
通
し
だ。
さ
ら
に

山
学
時
に
は、
公
立
大
で
初

め
て
と
な
る
県
か
ら
独
立
し

た
法
人
他
を
目
指
す。

国際教養大　曲折へて認可申請　受験生確保に全力


